


 

 

はじめに 

このたび、アントレプレナーシップ教育の効果と本校の取組をご紹介するワークブ

ックをお届けできることを、心より嬉しく思います。 

本校、十日町市立吉田小学校は、新潟県教育委員会より「アントレプレナーシップ

教育推進モデル校」の指定を受け、2 年間に渡り、地域と連携した特色ある教育活動

を展開してまいりました。そして、その取組が評価され、第 18 回キャリア教育優良

学校文部科学大臣表彰という栄誉を賜りました。これもひとえに、熱心にご指導・ご

協力くださった地域・保護者の皆様、そして教職員の努力の賜物と、深く感謝申し上

げます。 

新潟県教育委員会が本教育を重点的に推進している背景には、少子高齢化やグロー

バル化が進む社会において、地域社会の活力を維持・向上させることへの強い願いが

あります。未来の新潟県、そして地域社会を持続可能にするためには、子どもたちが

与えられた課題をこなすだけでなく、自ら課題を発見し、リスクを恐れずに挑戦し、

地域に新しい価値を生み出すことができる「主体的な担い手」になることが不可欠だ

からです。 

私たち吉田小学校が目指す「アントレプレナーシップ教育」とは、まさにこの県の

教育ビジョンと連動しています。変化の激しい未来社会において、子どもたちが自ら

課題を見付け、果敢に挑戦し、たとえ失敗からでも学びを得て、最終的に地域社会に

新しい価値を生み出すことができる力を育むことです。 

この 2 年間で、児童たちは目覚ましい成長を見せました。地域の方々との交流を通

じて、郷土の魅力を再発見し、その課題を自分事として捉え、解決策を企画・実行す

る中で、「自ら考え、行動する力」「失敗から立ち直り、粘り強く取り組む力」「地域社

会の一員として深く関わる力」が確実に育成されてきています。彼らが地域を舞台に

生き生きと活動する姿は、まさに未来の担い手としての輝きを放っています。 

このワークブックでは、本校が実践してきた具体的な教育活動、そして何よりも子

どもたちの成長の足跡をご紹介しています。 

私たちは、アントレプレナーシップ教育は、これからの時代を生きるすべての子ど

もたちにとって必要不可欠な学びであると確信しております。本校の実践事例が、地

域学校や教育関係の皆様の取組の一助となれば幸いです。 
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